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令和 6 年 7 月 13 日に開催された就農イベント「マイナビ農林水産 FEST」 

の当会ブースで相談をする新規就農希望者 
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群馬県畜産協会では、酪農ヘルパーの募集 PR を目的としたイベントに参加しています。酪農ヘ

ルパーは、酪農家が必要な時にサポートを行う職種で、酪農業の持続可能性を支える重要な役割を

果たしています。都内や群馬県内で開催されるイベントでは、実際の酪農業務の内容や、やりがい、

必要なスキルなどを紹介し、興味を持っていただける方に具体的な相談や応募の方法についてご案

内しています。酪農業に貢献し、自然と共に働くという特別な経験を通して、次世代の酪農を支え

る人材を積極的に募集しています。 

 
【令和６年度酪農ヘルパー要員募集イベント】 

○マイナビ農林水産 FEST 

日程 令和 6 年 7 月 13 日（土） 

会場 TKP ガーデンシティ PREMIUM 池袋 

○マイナビ農林水産 FEST 

日程 令和 6 年 9 月 8 日（日） 

会場 東京交通会館 

○JOIN 移住・交流＆地域おこしフェア 2024 

日程 令和 7 年 1 月 13 日(土) 

会場 東京ビックサイト南１ホール 

沢山の方々に来場して頂けるようにブースの装飾
をリニューアルしました 

【その他の出展就農イベント】 

○新・農業人フェア EXPO 

日程 令和 6 年 8 月 31 日（土） 

会場 東京国際フォーラム 

○ぐんま就農相談会＠東京八重洲 

日程 令和 6 年 10 月 6 日（日） 

会場 移住・交流情報ガーデン 

○新・農業人フェア EXPO 

日程 令和 6 年 12 月 8 日（日） 

会場 東京ビックサイト 

○ぐんま就農相談会 

日程 令和 7 年 1 月 11 日(土) 

会場 G メッセ群馬 

酪農ヘルパー募集 PRイベント、就農相談会に出展 

 

 

また、畜産全体の就農 PR 活動として、就農相談会のイベントにも参加しています。畜産業は酪

農、肉牛、養豚、養鶏など、多岐にわたる分野があり、それぞれが食糧供給を支える重要な産業で

す。就農相談会では、畜産業の多様な職業について詳しく紹介し、就農を考えている方々に実際の

仕事内容やその魅力、将来性についてお伝えしています。畜産業界に関わり、地域に貢献しながら

働く意義について多くの方に知っていただき、畜産業の発展を共に目指す仲間を募集中です。 

 

 

 

東京国際フォーラムでの相談会の様子 
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当才以上の部には、全体的に発育良好で体積があり、今後の繁殖に期待できる個体が出品されていまし

た。「えりあか」や肢蹄の弱さ、体幅に欠点のある個体が見受けられたことが、惜しまれる点でした。明

２才以上の部ですが、頭数は少なかったものの、出品山羊は、優れた体格や四肢の強健性が評価されまし

た。 

 

 

 

 

県知事賞を受賞した玉菜２４－２ 

畜産技術協会長賞を受賞したちょうじゃくぼ 6-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2８回群馬県畜産共進会(山羊の部) 結果（金賞１席） 

出品区分 名号 出品者 

第１部 

（未経産 当才） 
ちょうじゃくぼ 6-3 佐 藤 清 司（昭和村） 

第２部 

（経産 明２才以上） 
くろまつもと 21-2 松 本 恒 春（桐生市） 

第３部 

（若齢雄 当才） 
玉菜 24-2 宮 崎 太 良（嬬恋村） 

第４部 

（壮齢雄 明２才以上） 
長野白梅 2023-1 清 水 雅 祥（高崎市） 

第２８回群馬県畜産共進会（山羊の部）を開催 

 

 令和６年８月２３日（金）に JA 全農ぐんま渋川家畜市

場において第２８回群馬県畜産共進会を開催しました。 

当共進会には、公益社団法人畜産技術協会の日本ザーネ

ン種山羊登録規定による血統の登録を受けた山羊のみが出

品されます。登録山羊が一堂に会するため、飼養者や関係

者が改良の方向性を確認することのできる貴重な場となっ

ています。 

 県内 6 名の飼養者が飼養する山羊計２３頭が出品され、

宮崎太良さん（嬬恋村）が出品した「玉菜 24-2」が群馬

県知事賞を、佐藤清司さん（昭和村）が出品した「ちょう

じゃくぼ 6-3」が公益社団法人畜産技術協会長賞を受賞し

ました。 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

第３部 群馬県知事賞を受賞した薫風２３－１    第１

部 技術協会長賞を受賞したたまな２３－５ 

 

 

 

 

   

群馬県知事賞 宮崎 太良さん（嬬恋村）受賞 
 
 

 

 

 

 

今年度の出品頭数は、昨年度の４０頭と比較して、１７頭減

少しました。生産者の高齢化、多頭飼養者の登録頭数減、小規

模飼養者における山羊の分娩が少なかった等の理由が考えられ

ます。 

共進会の付帯行事として開催した種山羊交換会には、共進会

に出品した山羊のうち２１頭が上場し、取引が成立しました。 

雄の平均価格は５３，０７７円で、最高価格は６６，０００

円。雌の平均価格は４１，１２５円で最高額は５６，０００

円、全頭平均は４８，５３４円でした。 

共進会と交換会の間の研修会では、家畜改良センター茨城牧

場長野支場 名倉義夫 専門役に、山羊の改良と飼養管理につい

てご講演いただきました。また、畜産技術協会・八木常務理

事、山口主事より、実際に繫留されている山羊を見ながら、山

羊の体型審査におけるポイントについて、指導を受けました。 

ドイツでは、「エコ」と「健康」に関する消費者の意識の高

まりを受け、一般小売市場での山羊の乳製品の需要が高まって

いるそうです。日本でも、今後こうした動きが活発になると考

えられます。 

群馬県内で山羊乳製品を製造販売している事例は少なく、一

般消費者が山羊乳製品と接することはあまりないのが現状です

が、共進会等による山羊の改良成果が消費者のもとに届くよう

に生産振興を図っていきます。 

 

 

 

㊤ 共進会における引き出し審査 

㊦ 畜産技術協会による山羊審査に係る指導 
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（公財）神津牧場 牧場体験交流会を開催 

令和６年７月２５日（木）～２６日（金）に公益財団法人神

津牧場にて１泊２日の牧場体験交流会を開催しました。一般

消費者の親子を対象に、牧場での様々な体験を通して、畜産物

の生産現場や畜産の役割についての理解を深めることを目的

としています。 

 神津牧場では、放牧地の見学や、搾乳体験、パーラーの見学、

バターづくり、子牛のお世話などを体験していただきました。

牛とのふれあいを楽しむとともに、日ごろ口にしている牛乳

や乳製品がどのように生産されているのかを体験を通して学

ぶことができたかと思います。 

参加者からは、「親子で普段経験できない貴重な体験ができ

た」「草刈りや牛の世話ができて楽しかった」等の感想をいた

だきました。 

牧場体験を通して、消費者の畜産への理解を深めるととも

に、畜産業を職業として選択するきっかけづくりとして、今後

も牧場体験交流会を開催していきたいと考えています。 

 

 

 

■神津牧場 牧場体験交流会【１泊２日】 

 ・開催日；令和６年７月２５日（木）～２６日（金） 

 ・参加者；５組（大人７名、子ども６名） 

 

 

【体験スケジュール】 

1日目 2日目

1．開校式 1．哺乳体験

　神津牧場のお話 　子牛のお世話

（公財）神津牧場

             須山場長

2．放牧地へ 2．朝食

　　行ってみよう！ 　パン、サラダ、

   ポトフ

次ページへつづく⇒ 
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1日目 2日目

3．昼食 3．採草・給餌体験

　ジャージー牛の ・草地で草刈り

　　　　ハヤシライス ・子牛に餌やり

4．搾乳体験等

・放牧牛のお出迎え

・搾乳体験

・子牛とのふれあい

・ポニー乗馬

・パーラー見学

4．閉校式

　修了証の授与

6．発酵バターづくり

7．夕食

　ジャージー牛肉の

　　　　　鉄板焼き

8．夜の牧場体験
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第 16回全日本ホルスタイン共進会北海道大会に向けた出品対策について 
 

令和６年８月２６日（月）にＪＡビルにて第１６回全日本ホルスタイン共進会北海道大会に向けて

第１回群馬県出品対策委員会を開催しました。出品対策委員会では、全国第４位の生乳生産量を誇る

酪農県として、乳牛改良レベルの高さを全国に発信できるよう、上位入賞を目指して、支援体制の強

化および出品対策を円滑に実施するための取り組みを行います。 

対策委員会の構成メンバーは下の表のとおりで、当

日は、今後の事業計画や出品対策スケジュール（別表

１）が承認されました。 

 

また、令和６年９月１８日（水）には出品対策を円滑に実施するための専門技術者による第１回群馬

県出品部会を開催いたしました。出品部会は、部会長を群馬県畜産試験場浅田場長とし、各家畜保健

衛生課長をはじめ、県内酪農関係団体により構成されています。会議では、共進会の普及・啓発に関

するリフレット作成、出品候補牛の飼養技術指導としての研修会や巡回指導、県予選会の実施につい

て協議しました。 

１０年前の第１４回全日本ホルスタイン共進会では、本県から出品された１２頭は、優等賞に２頭、

一等賞に６頭が入賞しました。また、令和５年１１月開催された第５０回関東地区ホルスタイン共進

会や令和６年４月開催された２０２４セントラルジャパンホルスタインショウにおいて、本県出品牛

が上位を占めるなど、本県勢の活躍はめざましいものがあります。 

本県出品牛が、日頃の乳牛改良・飼養管理技術の成果を十分に発揮し、第１６回全日本ホルスタイ

ン共進会で優秀な成績が収められるよう、ご支援•ご協力をお願い申し上げます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

対策委員会　構成メンバー

会　長　 林　康夫 （群馬県畜産協会会長）

副会長 砂盃　徹 （群馬県農政部長）

富田　孝 （群馬県畜産協会専務理事）

他 構成メンバー 県内農業事務所長

畜産関係団体　役員
林康夫対策委員長の挨拶 
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令和 6 年 9 月 3 日(火)に前橋市の須藤牧場にて、群馬県内の女性畜産経営者を対象とした視察研

修を開催しました。本研修は、参加者の経営スキルの向上とネットワーク構築の機会提供を目的と

し、県内の先進的な取り組みを実地で学ぶ場として企画したものです。須藤牧場は、持続可能な酪

農経営の実現に向けて様々な取り組みを行っており、農場 HACCP の取得に加え、地域連携や乳製

品加工による 6 次産業化にも力を入れています。研修当日は、代表の須藤晃氏より牧場の概要や経

営方針についてご説明いただき、IOT 技術を駆使した牛群管理や、地域産飼料の活用による循環型

経営モデルの事例について共有しました。続く施設見学では、臭いを抑えた快適な飼育環境や、従

業員教育を通じた安心・安全な生乳生産の取り組みを間近で見学し、参加者からは「今後の経営の

参考になる」との声が多数寄せられました。また、牧場内で製造されるチーズ工房も見学し、乳製

品加工による経営の多角化について学ぶ機会となりました。今回の視察研修を通じて、参加者は須

藤牧場の先進的な取り組みから多くの学びを得られたとともに、同じ志を持つ女性経営者同士の交

流も深まり、今後の地域畜産業界の発展に寄与するものと期待されます。 

 

 

 

 

女子力研修会 須藤牧場視察研修を開催 

 

須藤代表による牧場の説明 牛舎内の見学 

農場長による牧場内の設備紹介 須藤牧場のモッツアレラチーズ 
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畜産協会職員研修 東京食肉市場視察 

 

 

全共だより 

令和６年９月５日に群馬県産牛の出荷の多い東京都港区港南にある東京食肉市場と、併設する

お肉の情報館での視察研修を実施しました。 

食肉市場では、午後に開場している“豚せり”の様子を東京食肉市場(株)営業本部牛肉営業部 

小林大介集荷課長にご説明いただきながら見学しました。豚せりは、グループ（１～10 頭の同

一生産者・性別・格付け・脂の厚さの枝肉）ごとにせりにかかる“グループぜり”“多頭ぜり”

と言われるもので、牛のせりのように１頭ずつ購買者の前に流れてくる“1 頭ぜり”の様子とは

異なり、豚枝肉を下見して別室で購買者は入札します。上階のフロアからの見学でしたが、豚と

牛のせりの違いを学ぶことができました。 

その後、併設する「お肉の情報館」にて「と畜の行程」のビデオを視聴しました。ビデオで

は、生体で運ばれてきてから、徹底した衛生管理のもと、と畜・解体・検査・洗浄・整形・計

量・格付・せり販売など多くの作業を経て消費者へ届けられる様子を視聴しました。生々しい解

体の場面もありましたが、丁寧な作業と熟練した技術を持つ職員の方のおかげで、食肉市場が新

鮮で安全なお肉を消費者に提供するという大きな役割を担っていることを再認識しました。 

一方、食肉処理業務に対する正しい理解が得られず、働く方々への差別的な行為が今もある現

状を「お肉の情報館」での展示物やビデオから学び衝撃を受けました。野菜やお米とは異なり、

牛や豚はお肉にするまでの処理業務を担う方々の存在に、消費する私達は常に感謝しなければな

らないと思いました。 

大都市東京で、1867 年から地域との連携をはかりながら時代とともに歩んできたと場並び

に食肉市場の歴史を学び、全国から多くの牛・豚が都心に集まってくる流通の現場を見学できた

ことは、日頃生産現場の近くで業務している私達にとって非常に有意義な経験であり、職員一人

一人が携わっている業務に関しての見識を高めることができ、スキルアップにも繋がりました。 
 

豚せりの様子 
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◆第 1３回全共本県出品区を決定!～単品区での挑戦～ 

本県の出品区ですが、出品対策部会で協議、出品対策協議会で承認され下記の区へ出品することにな

りました。 

  出品区 区のねらい、出品上の留意点等 

種牛の部 第 2 区（若雌の 1） 【ねらい】改良組合活動の活性化による増頭意欲の向上

【留意点】分娩間隔要件、父牛の年齢制限 第 3 区（若雌の 2） 

肉牛の部 第 8 区（去勢肥育牛） 【ねらい】改良された和牛の能力と肥育技術により和牛の

魅力を最大限に引き出す 

特別区 

（高校、大学校） 

  【ねらい】農業教育と学習活動を通じた和牛への理解と担

い手の育成 

 

◆第１３回全国和牛能力共進会「北海道大会」に向け第８区(去勢肥育牛)造成の種付け、移植が始まります。

【条件】     

①種雄牛は「福之鶴」又は「福勝鶴」  

②母牛は群馬県産    

③令和７年８月２７日以降の生まれ  

【種付け、移植の目安】 

人工授精：令和６年１１月１５日頃から１２月１５日頃    

受精卵移植：令和６年１１月１７日頃から１２月２０日頃        

※上記の日程はあくまでも目安であり、重要なのは令和７年８月２７日以降に生まれる事です。    

※全共特別対策事業（８区用受精卵）で作出された牛以外も対象です。 

 

◆第１３回全国和牛能力共進会スローガン募集 

  【応募要項】 

① 応募資格：群馬県内にお住いの方 

② 応募作品の範囲：群馬県らしさのある言葉フレーズ、「和牛」の文字が含まれる事。 

③ 応募方法：応募用紙に必要事項記入の上、郵送、ＦＡＸ、電子メールにて応募下さい。 

④ 応募期間：令和７年３月３１日【郵送の場合当日消印まで有効】 

⑤ 応募規定：入賞作品の著作権は協議会へ帰属、入賞作品は一部添削、翻案をする場合があります。 

※本会 HP にてスローガン募集要領を掲載いたしますので、詳しくはそちらをご覧ください。 

  【応募及び問い合わせ先】 

  第１３回全国和牛能力共進会 群馬県出品対策協議会 

事務局：公益社団法人群馬県畜産協会 担当：清水 

  〒379-2147 群馬県前橋市亀里町１３１０ ＪＡビル３Ｆ 

  ＴＥＬ：０２７－２２０－２３７１  

ＦＡＸ：０２７－２２０－２３７２ 

  E-mail：gunma@chikusankyokai.or.jp  

 HP：https://www.chikusankyokai.or.jp/     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和牛全共だより 

 

 

mailto:gunma@chikusankyokai.or.jp
https://www.chikusankyokai.or.jp/
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干俣牧場の放牧地 放牧牛をドローンにより観察 

 

 

令和６年９月４日（水）に吾妻郡嬬恋村の農事組合法人干俣牧場組合・干俣牧場にて公共牧場活性化支援研

修会を開催しました。 

本研修会は公共牧場の管理運営者及び技術者を対象に、公共牧場が抱える課題である、牧草地の草地管理、

牧場の維持、機能アップなど飼養管理技術の向上を目的としています。 

今年度は、「放牧地の土壌分析及び飼料分析における草地収量改善方法及び強害雑草防除策」を演題として、

（一社）日本草地種子協会の梨木 守 放牧アドバイザーを講師に迎え、放牧地の現状について研修を行い、

牧場及び県関係職員計１１名が参加しました。 

１．干俣牧場の概要 

１）牧場面積 ７２ha うち放牧草地約５０ha、入牧料３００円/日・頭 

２）預託内容 ２戸・２０頭 和牛繁殖雌牛、夏季放牧 分娩前下山 

２．放牧アドバイザーから指導事項 

１）放牧地面積に対し繁殖雌牛頭数が少なすぎるので過肥に注意する。（繁殖雌牛は２ha/頭が目安） 

２）飼料分析結果から和牛繁殖雌牛には十分であり、土壌分析結果からみるとリン酸やカリが低い。 

また、苦土を投入する方法として石灰２０㎏/ha 投入することで ph 改善が図られる。 

３）雑草防除について、ワラビや野ばらをはじめ、チカラシバ、ワルナスビ、ススキ、ほうずき等は手早く

除草する。除草剤は４種類（ラウンドアップ・アージラン・ハーモニー・バンベルＤ）を使用すること。 

改めて牧草地管理の継続と牛の繁殖分娩経過を観察し、記録することが重要であると認識しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

区分 平均売買価格(円) 交付単価(円) 交付額(円)

業
対

年
次

期別 黒毛 褐毛 他肉 乳用 交雑 黒毛
褐
毛

他肉
乳
用

交
雑

黒毛
褐
毛

他
肉

乳
用

交
雑

7 6 1 ～ 3 第4四半期 562,200 585,300 232,100 173,600 347,700 - 0 90,510 - - - - - - -

4 ～ 6 第1四半期 541,400 606,100 - 177,500 318,500 22,600 0 - - - 17,537,600 - - - -

7 ～ 9 第2四半期 498,900 649,800 - 201,700 299,500 65,100 - - - - - - - - -

10 ～ 12 第3四半期

計

月次

※他肉（その他肉専用種）はR2年度より算定期間が１年（４月～３月）となりました。

１　発動基準価格及び平均価格

A B C

北海道 593,417 A

東北 531,601 C

本州関東以西・四国 561,749 C

兵庫県 870,039 －

九州・沖縄 536,117 C

550,000 530,000 520,000 606,100 －

350,000 330,000 － － －

１　発動基準ごとの奨励金単価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単価：円/頭）

発動基準 取組数２ 取組数３ 取組数４以上

A 10,000 10,000 10,000

B 10,000 20,000 20,000

C 10,000 20,000 30,000

平均価格
奨励金

発動基準

◆優良和子牛生産推進緊急支援事業の平均価格等（令和６年４月～６月分）

黒毛
和種

褐毛和種

その他の肉専用種

品種・ブロック名
発動基準価格

600,000 580,000 570,000

発動基準価格

黒毛和種

※本県の事業参加者は全員取組数４以上

品種

価格安定事業の発動状況 

 ◆肉用子牛生産者補給金制度 補給金交付状況 

公共牧場活性化支援研修会を開催 
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交付金の額

人数 頭数 （円） 交付金として 積立金から

（人）  （頭） （4/4） 支払う額（3/4） 支払われる額（1/4）

通常 151,699,433 113,774,548 37,924,885

猶予 0

計 151,699,433 113,774,548 37,924,885

通常 0 0 0

猶予 0

計 0 0 0

通常 140,767 105,574 35,193

猶予 0

計 140,767 105,574 35,193

通常 151,840,200 113,880,122 37,960,078

猶予 0 0 0

計 151,840,200 113,880,122 37,960,078

小　計

911

0

64 911

期間 品種区分 納付区分 支払区分

交付対象

交付日

8月期

肉専用種

908

概算払日
令和６年

　１０月２９日

62 908

交雑種

0

0 0

乳用種

概算払

概算払

概算払

概算払

3

2 3

算出期間 令和６年４月から９月まで
肉豚１頭当たりの標準的販売価格 48,983 円/頭
肉豚１頭当たりの標準的生産費 42,735 円/頭
肉豚１頭当たりの交付金単価 ―

開催月 性別 取引頭数 高値(円) 安値(円) 平均価格(円) 平均体重(kg) 平均日齢（日） Ｋg単価(円)
雌 99 722,700 259,600 431,066 304 297 1,413
雄

去勢 160 870,100 38,500 555,300 323 292 1,714
合計 260 507,776 317 294 1,601

10

開催月 畜種区分 授精区分 腹子品種 頭数（頭） 平均体重(kg)平均価格(円)
未経産 6 262 252,833

ホルス 6 551 428,833
交雑種 29 572 458,897

ET 和牛 4 556 545,250
IVF IVF 2 479 454,000

17 540 373,000
ホルス 7 683 383,143
交雑種 15 665 429,800

86 565 418,105

AI

AI

9

経産

初妊

合計

品種 区分 性別 売買頭数 最高値（円） 最低値（円） 平 均（円） 平均体重（kg）

メス 150 519,200 78,100 308,953 150
オス 216 735,900 60,500 437,612 165
オス 2 283,800 279,400 281,600 101
メス 28 333,300 34,100 208,646 243
オス 16 387,200 102,300 271,081 311
メス 547 333,300 880 127,733 88
オス 624 319,000 1,210 166,510 92
メス 3 81,400 56,100 64,900 107
オス 5 24,200 220 9,746 77
メス 10 57,200 550 21,131 69
オス 207 75,900 330 35,940 75

和牛

交雑種

乳牛

スモール

子牛

スモール

子牛

スモール

子牛

◆肉用牛肥育経営安定交付金制度（牛マルキン） 交付金交付状況 

 

◆肉豚経営安定交付金制度【豚マルキン】 交付金単価について 

市  況 
■和子牛市場成績【JA 全農ぐんま渋川家畜市場】 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■前橋家畜市場取引結果【群馬県家畜商商業協同組合】  開催日 令和６年 9 月 1 日～9 月 30 日 

 

■乳用牛市場成績 
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【開催日程】 

 

 

 
 

 

 

 

みんなで行こう！ケイバ！南関東４競馬場開催日程 

地方競馬の売り上げの一部は、畜産振興及び地方財政の改善に活用されています。 

◆オフト伊勢崎 

群馬県伊勢崎市宮子町 3074 

伊勢崎オートレース場 

グリーンスタンド４階 

お問合せ：0270-23-0535 

      「群馬の畜産 みんなの情報室」を読んでいただきありがとうございます。 

暑かった夏も終わり、涼しい過ごしやすい季節になりました。秋は祝日も多く行楽に適した季で

す。秋の味覚、紅葉など様々な場所にお出かけする予定があると思いますが、風邪やインフル 

エンザが流行る季節でもありますので、基本的な感染対策を心がけましょう。           （M.S）              

編集後記 

詳しくは南関東４競馬場サイト：http://www.nankankeiba.com/index.html をご覧ください 

◆ＢＡＯＯ高崎 

群馬県高崎市岩押町 12－16 

お問合せ：027-322-5192 
平日、大井、川崎、

船橋、浦和の馬券が

購入できます 

個別モニター付き特別

観覧席で快適な一日を

お過ごしいただけます 

ロイヤル席 


